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１ はじめに 

 

（１）背景と目的 

 斑鳩町における公立小・中学校は、当初、斑鳩小学校と斑鳩中学校の１小学

校１中学校体制であったが、昭和４０年代から昭和５０年代にかけ、高度経済

成長等に伴う宅地開発の進展により、人口が急増し、昭和５０年代に、斑鳩西

小学校、斑鳩東小学校、そして斑鳩南中学校が相次いで新たに開校し、現在の

３小学校２中学校体制となった。 

その後、校舎の耐震化等の改修工事は実施してきたが、令和６年度末におけ

る校舎の建築年数は、全ての校舎で４０年以上が経過し、最も古い校舎で５９

年、平均建築年数は約４８年となっており、老朽化が進み、子どもたちが安心

して学習できる教育環境の整備が喫緊の課題となっている。 

一方で、全国的に少子化が進む中で児童生徒数が減少し、学校の小規模化に

よる教育への影響が懸念されている。 

斑鳩町の人口も、平成１２年に２８，５６６人でピークを迎えた後は、令和

２年に２７，５８７人と、緩やかな減少に転じている。 

また、教育諸制度の改革、情報化・グローバル化に対応した教育活動や部活

動の地域移行等を含めた教職員の働き方改革等、教育現場においても大きな変

化が起こっている。 

今後とも学校教育が、学級・学年という集団の中で、子どもたちが互いに学

び合い、切磋琢磨し、仲間同士で協力しあって何かを達成したりするなど、

様々な経験を通して、それぞれの発達段階に見合った学習を進め、自主性や主

体性、更には社会性や協調性などを身に付けていくことを主眼とするものの、

ＩＣＴを活用した在宅学習など新たな感染症への備え、新たな学びの機会の提

供が求められているところである。 

こうしたことをふまえ、斑鳩町教育委員会は、令和６年８月に斑鳩町子ども

が輝く学校の未来構想検討委員会に対し、斑鳩町立学校の適正規模及び適正配

置等に係る方針について諮問を行った。 
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斑鳩町子どもが輝く学校の未来構想検討委員会では、合計６回にわたって委

員会を開催され、将来の児童生徒数の見通しを考慮しながら検討を進めていく

とともに、学校の規模、配置のほか、学校の地域における拠点としての役割な

どに関する保護者、町民、教職員に対するアンケート調査を実施し、その結果

の考察等も行いながら、議論を纏められ、令和７年７月１日に、答申を受け

た。 

本基本構想は、当該答申内容を受け、斑鳩町立学校の適正規模及び適正配置

等に係る方針として取り纏めたものである。 
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（２）基本構想の位置づけ 

  本基本構想は、より良い教育環境を整備し、教育の質の更なる充実を図る

ために策定したものである。 

  本基本構想は、町の第５次総合計画及び教育大綱を上位計画とするととも

に、他の関連する計画とも整合を図りながら策定している。 

  本基本構想は、今後の３０年間を見据えた上での方針としているが、上位

計画や関連する計画の改定、そして、児童・生徒数の推計状況の変化によ

り、必要に応じて、内容の見直しを図るものとする。 

 

 

 

 

  

第２期斑鳩町教育に関する大綱 

 

１．教育理念 

「育てよう和の心」 

 

【施策目標】 

６．学校環境を整えます 

取組みの柱 

① 施設整備の充実と最適化 

関 連 計 画 

 

〇第２期斑鳩町まち・ひ

と・しごと創生総合戦

略 

 

〇斑鳩町都市計画マスタ

ープラン 

 

〇斑鳩町公共施設等総合

管理計画 

 

〇斑鳩町地域防災計画 

 

〇斑鳩町国土強靭化地域

計画 

等 

学校施設適正規模等基本構想 

第５次斑鳩町総合計画（令和３年度～令和１２年度） 

即す 即す 

即す 

整合 
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２ 児童生徒数及び学級数の予測 

 

 令和５年度に斑鳩町教育委員会が実施した「斑鳩町学校施設整備等計画策定

に向けた基礎調査」における児童生徒数及び学級数の予測は次のとおりであ

る。 

 本調査においては、令和２年の国勢調査結果を基に、国立社会保障・人口問

題研究所が発表している令和３２年までの５年ごと男女・５歳階級別の推計結

果及びその推計結果に基づき、令和４７年までの人口予測を実施し、「０歳～

１４歳の予測人口」から児童生徒数の推計を行ったものである。 

 また、１クラス当たりの人数は、斑鳩町独自の学級編制基準である小学校第

１学年及び第２学年は、３０人、小学校第３学年から第６学年及び中学校第１

学年から第３学年は、３５人で算出している。 

 なお、児童生徒数及び学級数の予測は、特別支援学級に在籍する児童生徒数

を含めたものとなっている。 

 

 

①児童・生徒数の動向  

斑鳩小学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 111 104 98 119 101 107 100 95 92 89 86 83 79 76 

２年 108 110 104 102 119 104 98 92 89 87 84 80 77 74 

３年 108 107 109 105 103 104 98 92 89 87 84 80 77 74 

４年 122 109 109 112 106 117 110 104 101 98 95 91 87 84 

５年 115 123 110 109 112 110 104 98 95 93 89 86 82 79 

６年 111 117 125 111 109 107 100 95 92 89 86 83 79 76 

合計 675 670 655 658 650 649 610 576 558 543 524 503 481 463 

 

  

 

予測 



 

5 

斑鳩西小学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 71 61 48 78 53 68 64 60 59 57 55 53 51 49 

２年 73 72 63 47 77 70 66 62 60 59 57 54 52 50 

３年 75 73 75 64 48 72 68 64 62 60 58 56 54 51 

４年 82 77 74 75 65 79 74 70 68 66 64 61 59 56 

５年 75 82 77 73 76 72 68 64 62 60 58 56 54 51 

６年 73 76 85 77 73 70 66 62 60 59 57 54 52 50 

合計 449 441 422 414 392 431 406 382 371 361 349 334 322 307 

 

斑鳩東小学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 92 72 79 81 75 88 83 78 76 74 71 69 66 63 

２年 76 92 73 79 82 73 69 65 63 61 59 57 54 52 

３年 98 76 91 75 78 94 89 83 81 79 76 73 70 67 

４年 80 99 75 91 73 77 72 68 66 64 62 60 57 55 

５年 86 80 97 75 92 83 78 73 71 69 67 64 61 59 

６年 96 86 79 94 74 92 87 82 79 77 75 72 69 66 

合計 528 505 494 495 474 507 478 449 436 424 410 395 377 362 

 

小学校合計（学年別）  

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 274 237 225 278 229 263 247 233 227 220 212 205 196 188 

２年 257 274 240 228 278 247 233 219 212 207 200 191 183 176 

３年 281 256 275 244 229 270 255 239 232 226 218 209 201 192 

４年 284 285 258 278 244 273 256 242 235 228 221 212 203 195 

５年 276 285 284 257 280 265 250 235 228 222 214 206 197 189 

６年 280 279 289 282 256 269 253 239 231 225 218 209 200 192 

合計 1,652 1,616 1,571 1,567 1,516 1,587 1,494 1,407 1,365 1,328 1,283 1,232 1,180 1,132 

 

小学校合計（学校別）  

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

斑鳩小 675 670 655 658 650 649 610 576 558 543 524 503 481 463 

斑鳩西小 449 441 422 414 392 431 406 382 371 361 349 334 322 307 

斑鳩東小 528 505 494 495 474 507 478 449 436 424 410 395 377 362 

合計 1,652 1,616 1,571 1,567 1,516 1,587 1,494 1,407 1,365 1,328 1,283 1,232 1,180 1,132 

 

 

 

 

予測 

予測 

予測 

予測 
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斑鳩中学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 126 130 134 130 139 121 114 107 104 101 98 94 90 86 

２年 122 128 130 133 132 117 110 104 101 98 95 91 87 84 

３年 110 121 130 131 134 106 100 94 91 89 85 82 79 75 

合計 358 379 394 394 405 344 324 305 296 288 278 267 256 245 

 

斑鳩南中学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 135 124 119 133 123 130 122 115 112 109 105 101 96 93 

２年 115 139 123 120 130 110 104 98 95 93 89 86 82 79 

３年 115 115 139 122 121 110 104 98 95 93 89 86 82 79 

合計 365 378 381 375 374 350 330 311 302 295 283 273 260 251 

 

中学校合計（学年別） 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 261 254 253 263 262 251 236 222 216 210 203 195 186 179 

２年 237 267 253 253 262 227 214 202 196 191 184 177 169 163 

３年 225 236 269 253 255 216 204 192 186 182 174 168 161 154 

合計 723 757 775 769 779 694 654 616 598 583 561 540 516 496 

 

中学校合計（学校別）  

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

斑鳩中 358 379 394 394 405 344 324 305 296 288 278 267 256 245 

斑鳩南中 365 378 381 375 374 350 330 311 302 295 283 273 260 251 

合計 723 757 775 769 779 694 654 616 598 583 561 540 516 496 

 

  

 

 

予測 

予測 

予測 

予測 
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②学級数（小・中学校）の動向  

 

斑鳩小学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 

２年 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 

３年 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

４年 4 3 3 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 

５年 3 4 3 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 

６年 3 4 4 3 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 

合計 21 22 21 22 23 23 21 20 19 18 18 18 18 18 

 

斑鳩西小学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 3 2 2 3 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 

２年 3 3 2 2 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 

３年 3 2 3 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 

４年 3 2 3 3 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 

５年 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 

６年 3 3 3 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

合計 18 15 16 15 15 17 15 13 12 12 12 12 12 12 

 

斑鳩東小学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

２年 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 

３年 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 

４年 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 

５年 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 

６年 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 

合計 18 18 17 18 18 18 18 17 17 16 15 15 13 13 

 

  

 

 

予測 

予測 

予測 
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小学校合計（学年別）  

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 10 9 9 10 9 10 10 9 9 8 8 8 8 8 

２年 10 10 8 9 10 10 10 10 8 8 7 7 7 7 

３年 9 8 9 8 8 9 8 8 8 8 8 8 7 7 

４年 10 8 9 10 9 10 10 7 7 7 7 7 7 7 

５年 9 10 9 10 10 10 8 8 8 7 7 7 7 7 

６年 9 10 10 8 10 9 8 8 8 8 8 8 7 7 

合計 57 55 54 55 56 58 54 50 48 46 45 45 43 43 

 

小学校合計（学校別） 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

斑鳩小 21 22 21 22 23 23 21 20 19 18 18 18 18 18 

斑鳩西小 18 15 16 15 15 17 15 13 12 12 12 12 12 12 

斑鳩東小 18 18 17 18 18 18 18 17 17 16 15 15 13 13 

合計 57 55 54 55 56 58 54 50 48 46 45 45 43 43 

 

斑鳩中学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 

２年 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 

３年 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 

合計 12 12 12 12 12 12 11 10 9 9 9 9 9 9 

 

斑鳩南中学校 

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 4 4 4 4 3 4 4 4 4 4 3 3 3 3 

２年 4 4 4 3 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 

３年 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 

合計 12 12 12 11 11 12 10 10 10 10 9 9 9 9 

 

  

 

 

 

予測 

予測 

予測 

予測 
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中学校合計（学年別）  

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

１年 8 8 8 8 7 8 8 8 7 7 6 6 6 6 

２年 8 8 8 7 8 8 7 6 6 6 6 6 6 6 

３年 8 8 8 8 8 8 6 6 6 6 6 6 6 6 

合計 24 24 24 23 23 24 21 20 19 19 18 18 18 18 

 

中学校合計（学校別）  

 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 

斑鳩中 12 12 12 12 12 12 11 10 9 9 9 9 9 9 

斑鳩南中 12 12 12 11 11 12 10 10 10 10 9 9 9 9 

合計 24 24 24 23 23 24 21 20 19 19 18 18 18 18 

 

３ 学校規模の適正化に関する基本的な考え方 

 

（１）教育的な観点 

  義務教育の目的は、児童生徒が社会の一員として自立していくための基本

的な人格の形成であり、そのために、必要な知識、学力、技能や価値観を身

につけることである。 

  したがって、学校では、単に教科等の知識や技能を習得させるだけでな

く、児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切

磋琢磨することを通じて思考力や表現力、判断力、問題解決能力などを育

み、社会性や規範意識を身に付けさせることが重要となる。 

  そうした教育を十全に行うためには、一定の規模の児童生徒集団が確保さ

れていることや、経験年数、専門性、男女比等についてバランスのとれた教

職員集団が配置されていることが望ましいと考える。 

 

（２）地域のコミュニティの核としての配慮 

小・中学校の施設は、各地域のコミュニティの核としての性格も有してお

り、児童生徒にとって、より多様な教育展開を行うためにも、防災、保育、

地域の交流の場等、様々な機能を併せ持っていることに留意した機能が整備

されていることが望ましいと考える。 

  

 

予測 

予測 
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（３）学校の規模 

国における学校規模についての考え方は、小学校についてはクラス替えが

可能な規模、中学校については教育活動において生徒の多様な希望に応える

ことが可能な規模として、小学校、中学校ともに１学年複数学級が確保でき

る１２学級から１８学級を標準的な規模とされているが、この標準は特別の

事情があるときは、この限りでないという弾力的な基準となっていることに

留意が必要である。 

このため、１２学級を下回った場合においても、ある程度の規模が確保で

きれば、教育活動の展開に様々な工夫や努力を行い、特色ある学校づくりや

教育活動を推進することによって、学校教育本来の機能を発揮できるものと

考える。 

  したがって、前記（１）の教育的な観点から、まず、小学校では、全学年

でクラス替えを可能とし、学習活動の特質に応じて、学級を超えた集団を編

成したり、同学年に複数教員を配置するためには、１学年２学級以上（１２

学級以上）確保されていることを基本とする。 

  また、中学校では、クラス替えを可能とし、生徒にとって多様な意見に触

れ、新たな人間関係を構築し、学級同士で互いに高め合える環境をつくり、

また、免許外指導をなくすとともに、全ての授業で教科担任による学習を行

うためには、少なくとも９学級以上確保されていることを基本とする。 

 

（４）通学条件 

 公立小・中学校の通学距離については、小学校でおおむね４ｋｍ以内、中

学校でおおむね６ｋｍ以内という基準が公立小・中学校の施設費の国庫負担

対象となる学校統合の条件として、国において定められており、この通学距

離を通学条件の基準の目安とすることが妥当であると考えられている。 

 また、通学時間に関しては、適切な交通手段が確保でき、かつ遠距離通学

や長時間通学によるデメリットを一定程度解消できる見通しが立つというこ

とを前提として、おおむね１時間以内を一応の目安とすることが妥当である

と考えられており、これらの基準を通学条件とすることを基本とする。 
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４ 斑鳩町立学校の適正規模及び適正配置等に係る方針 

 

（１）３小学校２中学校体制の維持について 
  本町の小・中学校の令和６年度末における校舎の建築年数は、全校舎の平

均で約４８年となっており、約１０年後に、校舎の標準耐用年数である６０

年が到来する。 

  校舎に関しては、長寿命化改良工事を行った場合、一般的には、耐用年数

の到来後から、更に２０年間の使用が可能となるとされている。 

  この状況のもと、３０年後となる令和３７年の本町の児童生徒数及び学級

数は、小学校の児童数では、令和６年の児童数と比較して、約１９％減（２

８４人減）、中学校の生徒数では、令和６年の生徒数と比較して、約３１％

減（２３９人減）という推計結果となっている。（５ページ及び６ページ参

照） 

  これを学級数で置き換えると、令和３７年の学級数は、３小学校いずれの

学年も２学級から３学級、２中学校いずれの学年も３学級という推計結果と

なっており、これを前章（３）の学校の規模の適正化に関する基本的な考え

方に照らしてみると、学校教育本来の機能を発揮できる学級数が確保できる

ものと考える。 

  令和６年１１月に実施された「未来の斑鳩町立小・中学校のあり方に関す

るアンケート調査」の結果（以下「アンケート調査結果という。」）におけ

る望ましい学級数は、小学校においては「１学年あたり２～３学級」という

回答が８１％と最も高く、中学校においては、「１学年あたり２～３学級」

という回答が５０％、「１学年あたり４学級以上」という回答も、ほぼ同数

となっている。 

  そして、小学校における３０年後の学級数は、国が定める標準学級数を維

持する推計となっており、アンケート結果による望ましい学級数とも合致す

る結果となっている。 

また、中学校における３０年後の学級数は、「１学年あたり３学級」とい

う推計となっており、国が定める標準学級数に満たないものの、免許外指導

をなくすとともに、全ての授業で教科担任による学習を行うための学級は満

たしている。 
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なお、通学条件については、基本的な考え方及びアンケート結果から見て

も、現状、大きな課題は見られない。 

さらに、施設の老朽化対策の進め方の設問に対し、「現在の学校数・規模

等を前提に、老朽化の度合いに応じて、順次改修を行いながら、将来的に建

て替える」という回答が３２％と最も多い。 

これらのことを踏まえ、斑鳩町としては、現状の３小学校２中学校体制を

維持したうえで、校舎・体育館の健全度調査を実施することにより、その結

果を基に優先順位を設定し、計画的に整備を進めることとする。 

 

５ 適正規模及び適正配置等を推進する上での留意事項について 

 

（１）老朽化対策整備における留意事項について 

本町の小・中学校の建築年数の現状を踏まえると、改築などの抜本的な整

備が望ましいが、改築にあたっては多額の費用が必要となることから、改築

を前提としながらも、投資が重複することがないよう配慮しつつ、喫緊の課

題に迅速に対応するための補修と長寿命化改良工事を活用しながら、良好な

教育環境の整備に努めなければならない。 

また、学校施設については、「地域の風土、文化への調和」が図られてい

ることが重要である。 

本町は、世界文化遺産として、現存する世界最古の木造建築である法隆寺

をはじめとした歴史的文化的遺産が多く所在するまちであり、学校施設の改

修にあたっては、児童・生徒に対する教育的効果を鑑み、木材利用を積極的

に図っていくこととする。 

さらに、本町の小・中学校においては、保護者や地域が参画する地域とと

もにある学校づくりのため、学校運営協議会制度（コミュニティ・スクー

ル）が導入されており、各学校においては、児童生徒の放課後の居場所・活

動場所、地域防災拠点、地域の活動・交流の拠点など、地域のコミュニティ

の核として、複合的な役割を高めていくこととする。 

 

（２）適時適切な見直しについて 

  この度の本町の小・中学校の適正規模及び適正配置等の方針の策定に際し

ては、令和２年の国勢調査結果を基に、国立社会保障・人口問題研究所が発



 

13 

表した人口予測に基づく推計結果に基づき、将来の児童生徒数等の推計を行

ったが、今後、さらに人口減少が拡大していく可能性も考えられる。 

また、ＡＩ性能の発展などに伴い、どのように教育内容が変化するのかを

見極め、柔軟な対応が必要となることも考えられる。 

例えば、紙と黒板から一人一台端末を活用する多様な学びが求められ、さ

らに単一的な機能・特定の教科等に捉われず、横断的な学び・多目的な活動

に柔軟に対応し、学校施設全体を一つの学びの場として提供するような取組

が必要となるのか、地域との連携・協力を密にするためにも、学校施設がど

うあるべきなのかなど、現時点で、将来像を見据えて、改築が妥当であると

方向づけるためには、約５０年後と長期にわたって予測することが求められ

るが、それは困難であると言わざるを得ない。 

  このことから、今後も、最新の人口予測結果や学習環境の変化等をもと

に、引き続き、様々な角度から、子どもたちにとってより良い学校のあり方

を模索し続けることが肝要であり、本基本構想は、適時適切に内容の見直し

を図るものとする。 

 

６ 適正規模及び適正配置等の取組みの進め方について 

 

 本基本構想に基づき、３小学校２中学校体制を維持するため、学校施設の長

寿命化改良工事の実施に向け、速やかに、学校施設の老朽化状況の実態を把握

するとともに、学校施設の改修等の優先順位付けや実施計画などを定めた学校

施設等長寿命化計画を新たに策定し、学校施設の改修を計画的に実施していく

こととする。 


